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「まえ」と「あと」を繋ぐ設計者の意図  ―“糸”をたどる展示空間



まえ あと



様々な設計者の意図の重なり
一枚の布＝建築



糸 布

透け 波 重なり 布

気づく 気になる 引き込まれる 出会う



平 面 計 画



地下通路側に透け感のある糸を配置
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人々を引き込む



周辺環境情報を隠す糸



構 造 計 画



weight

構造上必要となる足元の重りは展示台と一体化



2種類の柱を交互に配置し、構造強度を高める

鉛直荷重を負担

鉛直・水平荷重を負担



糸面を柱から150mm離した位置に吊り、糸の連続性を遮らない計画
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照 明 計 画



透けて見える面に見える 内部 外部



モ ッ ク ア ッ プ



空 間 体 験



糸が透けることで人々の好奇心を掻き立てる

透け



広がりのある重層的な展示空間に引き込まれる

重なり



糸の短長によって展示物が見え隠れする

波



展示作品と出会い、設計者の意図に触れる

出会う



透け 波 重なり 布



Fin.



糸の空間イメージ









布の素材







構造事例イメージ



②柱①重り



展示台




